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中

村 

龍

介 

  

ポ

ケ

ッ

ト

の

携

帯

が

鳴

っ

た

。 

「

も

し

も

し

、

麻

子

で

す

。

高

速

が

渋

滞

中

な

の

。

三

十

分

ほ

ど

遅

れ

ま

ー

す

」 

 

四

月

の

日

曜

日

。

妻

の

八

回

忌

で

娘

た

ち

を

集

め

た

。

千

葉

に

住

む

三

女

の

麻

子

一

家

四

人

は

車

で

や

っ

て

く

る

。 

 

末

娘

の

康

子

は

珍

し

く

集

合

時

間

に

来

て

い

た

。

我

が

家

に

同

居

の

次

女

の

淳

子

、

そ

れ

に

私

を

加

え

た

七

人

で

簡

単

な

法

要

を

行

う

こ

と

に

し

て

い

る

。 

三

十

分

後

、

玄

関

の

チ

ャ

イ

ム

が

な

る

と

廊

下

を

バ

タ

バ

タ

と

走

る

音

が

し

て

、

小

学

四

年

の

孫

、

ハ

ル

君

を

先

頭

に

麻

子

一

家

が

到

着

。 

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

在

住

の

長

女

を

除

く

中

村

家

全

員

が

一

堂

に

会

し

た

。 

 

一

息

つ

い

て

、
仏

前

に

麻

子

と

康

子

の

持

参

し

た

手

土

産

を

供

え

る

。 

先

ず

、

私

が

線

香

を

あ

げ

、

般

若

心

経

を

読

経

。

続

い

て

、

一

人

ず

つ

焼

香

を

し

て

も

ら

い

、

十

分

足

ら

ず

で

法

要

は

終

わ

る

。 

 

ピ

ン
・
ポ

ー

ン

。
そ

れ

を

待

っ

て

い

た

か

の

よ

う

に

、
出

前

の

鮨

が

、 

何

時

に

な

く

定

刻

十

二

時

キ

ッ

カ

リ

に

届

い

た

。

孫

の

二

人

は

サ

ビ

抜

き

。

生

魚

が

苦

手

の

康

子

は

別

メ

ニ

ュ

ー

だ

。

ハ

ル

君

は

早

速

、

兄

の

ナ

オ

く

ん

と

好

物

ネ

タ

の

交

換

交

渉

に

入

る

。 

「

ニ

ニ

に

桜

エ

ビ

を

あ

げ

る

か

ら

、

オ

レ

に

は

マ

グ

ロ

を

頂

戴

！

」 

「

い

や

だ

よ

。

お

母

さ

ん

に

頼

め

よ

」 

「

お

母

さ

ん

の

は

、

ワ

サ

ビ

が

入

っ

て

い

る

か

ら

い

や

だ

よ

」 

「

大

丈

夫

よ

。

チ

ャ

ン

と

取

っ

て

あ

げ

る

か

ら

」 

 

麻

子

が

、

自

分

の

マ

グ

ロ

の

ネ

タ

を

剥

が

し

て

箸

で

ワ

サ

ビ

を

取

り

除

く

。 

「

キ

レ

イ

に

取

ら

な

き

ゃ

ダ

メ

だ

よ

」 

 

母

親

か

ら

も

ら

っ

た

マ

グ

ロ

の

ニ

ギ

リ

を

口

に

入

れ

、「

辛

い

！

」
と

顔

を

し

か

め

る

ハ

ル

君

。

一

同

か

ら

笑

い

声

が

漏

れ

る

。 

 

食

後

は

、

み

ん

な

で

凧

揚

げ

を

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

本

日

の

メ

イ

ン

・

イ

ベ

ン

ト

だ

。 

 

予

め

ネ

ッ

ト

通

販

で

購

入

し

て

お

い

た

も

の

が

三

点

、

麻

子

た

ち

が

持

っ

て

来

た

も

の

が

二

点

、

合

計

五

匹

の

タ

コ

が

勢

ぞ

ろ

い

。 
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こ

の

日

は

久

し

振

り

の

快

晴

。
風

も

あ

っ

て

最

高

の

凧

揚

げ

日

和

だ

。

多

摩

川

の

河

川

敷

は

我

が

家

の

直

ぐ

前

。

少

年

野

球

の

グ

ラ

ウ

ン

ド

が

二

面

あ

る

。

一

面

で

は

野

球

少

年

た

ち

が

プ

レ

イ

に

興

じ

て

い

る

が

、

も

う

一

面

は

誰

も

使

っ

て

い

な

い

。 

 

我

先

に

グ

ラ

ウ

ン

ド

に

飛

び

出

し

た

孫

二

人

が

凧

を

放

つ

と

折

か

ら

の

風

に

乗

っ

て

ア

ッ

と

い

う

間

に

大

空

高

く

舞

い

揚

が

っ

た

。

そ

れ

を

見

て

、

私

も

凧

揚

げ

に

挑

戦

し

て

み

る

気

に

な

っ

た

。 

 

も

う

何

十

年

も

前

、

子

ど

も

の

時

に

奴

凧

や

自

作

の

角

凧

で

遊

ん

だ

記

憶

は

あ

る

が

、

最

近

の

ゲ

イ

ラ

・

カ

イ

ト

は

初

め

て

だ

。 

 

案

ず

る

よ

り

産

む

が

易

し

。

風

の

方

向

を

見

計

ら

っ

て

放

っ

た

私

の

凧

も

元

気

よ

く

昇

っ

て

行

っ

た

。

康

子

も

や

っ

て

み

た

い

と

い

う

の

で

少

し

手

伝

っ

て

や

る

と

、

こ

れ

も

上

手

く

揚

が

っ

た

。 

 

天

高

く

泳

ぐ

五

匹

の

タ

コ

。
子

ど

も

た

ち

は

満

面

の

笑

み

を

浮

か

べ

、

大

人

た

ち

も

そ

れ

に

劣

ら

ず

楽

し

そ

う

だ

。 

 

天

候

さ

え

よ

け

れ

ば

、

イ

ン

ド

ア

の

ゲ

ー

ム

な

ど

よ

り

、

は

る

か

に

健

康

的

だ

ろ

う

。

凧

揚

げ

は

、

孫

た

ち

が

来

た

時

の

我

が

家

の

定

番

に

な

る

か

も

し

れ

な

い

。 

 

【

二

〇

一

五

年

四

月

記 

原

稿

用

紙

三

枚 
 

課

題

「

電

話

に

ま

つ

わ

る

話

」
】 

   
 

           


